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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

指　標

目標値

従前値 目標値

指標１ 366,923

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

11,200

25

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

観光入込み者数 人／年 333,528 350,200

事後評価

見込み・確定
の別

1年以内の
達成見込み

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

365,748

計測時期

平成25年8月 ○

事後評価

見込み・確定の別

23,542

○

8.5

1年以内の
達成見込み

年度により利用者
数にばらつきがあ
るため、フォロー
アップ時の確定値
が下回った

10,884 平成25年8月

－15 平成25年4月

総合所見

観光施設等の整備や地域住民
が中心となり企画立案されたプ
ロジェクトの実施の結果、各施設
等への誘客につながった

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－

地域住民を中心としたまちづくり
活動やイベントなどが開催され、
地域住民と観光客の交流機会
が増加し、活力ある地域づくりが
進められた

12,403

指標４

指標２

20

その他の
数値指標１

駅前観光案内所利用
者数

人/年 19,938

指　標

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

小原の郷利用者数 人／年 10,684

観光案内所内の観光や地域資
源の情報提供が促進されたこと
で、利用者の増加につながった

従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３ 交通事故発生件数 件／年 27
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

通学路を含む道路整備の実施
により、歩道の新設・拡幅が行わ
れたことで、地区内の交通事故
減少に効果があった

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成25年4月

平成25年4月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

13.2
その他の
数値指標２

小原宿活性化推進会
議の参加人数

人／回 4.5

その他の
数値指標３

総合所見

地域住民が主体に推進会議を
進め、地域づくりの意欲が高まっ
たことから、参加人数の増加に
つながった

26,222

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等
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２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・小原宿活性化推進会議で、本陣や周辺施設を活用した
イベントの開催
・湖畔地域活性化会議で、湖畔地域の活性化イベントの実
施

小原宿活性化推進会議において観光案内板の整備を実
施

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項具体的内容 実施時期

－
案内板の整備により観光客が本陣周辺の利
便性の向上が図られた。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

観光客の利便性の向上

今後の課題　その他特記事項

－

－

実施した結果

地域需要に応じた運行環境とすることで、安心
安全な生活環境を維持している。

各種イベントやPRを通じ、観光客への相模湖
地区の情報提供、広域発信につながった。観
光入込客数も増加傾向にあることから、観光
振興に寄与している。

－

地域住民が主体となりイベント等を実施した結
果、地域住民と観光客の交流が促進された。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安全な生活環境の維持と有効的な行政施策によ
る生活交通の確保

地域住民による地域づくり活動活性化の推進

観光客への情報提供及び広域発信の促進による
観光振興

・乗合タクシーの運行継続

実施した具体的な内容

・観光協会に対し、補助金を交付し、観光PR等を実施
・小原の郷に観光パンフレットを設置しPRの促進を実施
・さがみ湖湖上祭、小原宿本陣祭等のイベントの際にPRを
実施

事後評価シート　添付様式5－③から転記


